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あ
な
た
が
た
は
キ
リ
ス
ト
の
体
で
あ
り
、
ま
た
、

一
人
一
人
は
そ
の
部
分
で
す
。

コリ
ント
の信
徒
〈の手
紙
一
章
幻
節

マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
が
書
か
れ
た
の
は

年

代
。
マ
タ
イ
と
ル
カ
は
部
年
代
。
ヨ
ハネ
は

年
代

に書かれたと考えられ
ています。教会はすぐ

にも主
の再臨があると信じていました。とこ

ろが再臨はなかなか来なか
った。
そこで教会

は、ただ再臨を待
つのではなく、福音を伝え

る
必
要
性
を
自
覚
し
ま
す
。
伝
道
す
る
た
め
に
は
、

イ
エ
ス
の
言
葉
と
業
を
ま
と
め
た
文
書
が
必
要
と
な

ります。
また試練や困
のある中、イ
エスを

ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
信
じ
る
の
か
を
学
ぶ
必
要
が

〆
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
に応

え
て
、
教
会
の中
に
福
音
書
が
誕
生
し
ま
し
た
。

物
に
正
面
から光
を当
てます。
扁
平
に見える

でしよう。しかし、横から、後ろから、多角

的
に光
を当
てれば
立体的
に見
る
ことが
出来
ま

す
。
4
つの福
音
書
は、ひ
と
り
の
キ
リ
スト
を
4

つの角度
から照
ら
します。
主
の御姿
を立体的

に映
し
出
す
も
のだ
と
言
え
る
でし
よう。

少
し
大
胆
で
す
が
″私
自
身
が
福
音
書
″
と
考
え

ることが出来
ると思
います。主を知りました。

信
仰
を
いた
だ
い
て
いま
す
。
様
な々
失
敗
や
挫
折

も
経
験
し
て
い
る
と
お
り
で
す
。そ
し
て
こ
の中
で、

主
の恵みを深く教えていただきました。私た

ち
は
ひ
と
り
の
主
を
信
じ
て
い
ま
す
が
、
人
生
の

日
に々刻
ま
れ
た
キ
リ
スト
は
、
私
だけ
が
知
って

いる尊
いお方
です
。
マル
コが
マル
コの、
マタ

イが
マタイの福音を語
っていくように、
一人

一人
が与
え
ら
れ
た福
音
を
宿
し
て
いる
の
です
。

加
月
四
日
(日
)の
礼
拝
後
に
は
、
『恵
み
を
分
か

ち合う
,私
の好きな聖書
のお話・』があります。

信仰
の学
びと交わ
り
のとき
です。難
し
いこと

をす
るのではあ
りません。
発題者
の発表を聞

き、それぞれが
いただ
いている恵みを分かち

合
い
ま
す
。
ま
た
、
信
仰
生
活
の
中
で
覚
え
る
素
朴

な
疑
問
や
躓
き
に
な
る
と
こ
ろ
を
共
有
し
て
、
乗
り

越
え
て
いく機
会
にし
た
いと
思
います。

冒
頭
の
言
葉
は
パ
ウ
ロ
が
示
す
教
会
理
解
の
一
節

です
。
教
会
に集
ま
る
人
々
は
多
様
です
。
そ
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
性
は
愛
と
信
仰
の
一致
に
よ
っ
て

互
いを生
かす豊
かさに変
わ
ります。
それは、

マルコにな
いところを
マタイが語り、
マタイ

にな
いと
ころを
ルカが語
る有様
に似
て
います。

「私
な
ん
か
・・・」と
、思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

しかしそのあなたが他にはな
い恵みを宿して

い
ま
す
。
一
人
一
人
が
小
さ
な
福
音
書
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
隣
人
に
と
っ
て
あ
な
た
が
、

あなたにと
って隣人が、必要
です。共
にひと

り
の主
を
照
ら
し
合
って歩
ん
で行
き
ま
し
よ
う。


